
科目名 JABEE科目
科目コード
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学年・学科等名 5 学年
単位数・開講期 1 単位
総時間数 45 時間
担当教員

本校の教育目標 3 3

機械力学Ⅱ

木曽　直吉

後期
講義＋教室内自学自習 30 ＋ 自学自習 15

機械システム工学科 必修科目

機械システム工学科の教育目標

教育プログラムの学習・教育目標
JABEE基準

JABEE関連
204基礎工学科目④力学系
D-1(50%) D-2(50%) 
d

教育プログラム科目区分

 
 

教  科  書  名 機械力学（小寺・矢野共著），森北出版 

補  助  教  材 プリント（演習問題） 

参  考  書 特に指定しない 

 
A. 教育目標 

機械振動現象の理解が目的であるが、低学年で学習した内容をより深く理解するとともに，知識を
広め力学分野の基礎力と応用力を高める。微積分やベクトルの応用力を深めながら，静力学，動力学
の基礎知識をより確かなものに高め，いろいろな場合の力学的問題に応用できる能力を身につける。 
 
B. 概要 

機械振動を理解するために、工業的によく使われている内容を多くし，機械を設計するときに有用と
なる部分については，多くの演習と具体的な応用例に関連させながら学習する。 
 
C. 学習上の留意点 

力学の基礎法則の意味を何度も確認しながら，微積分，ベクトル，行列などの有用性を自ら理解す
るために演習問題を自ら解く姿勢を持つ。みずから積極的に調べる姿勢が重要だということを在学中
に経験を通して実感する。 
 
D. 評価方法 

試験（80％）、課題・レポート提出状況（20％） 
 
E. 授業内容 

授業項目 時間 内  容 
教 育 
プログラム 

（前期末試験）  

１．減衰系の一自由度の振動 
(1)減衰系の振動 
(2) 減衰系の外力による強制振動 
(3)力伝達率 
(4)変位による強制振動 
(5)自由度の多い振動の例 

13  
減衰系自由振動と強制振動の特徴を説明でき
る。 
振動する機械が土台などにどのような力を及ぼ
すかを理解し，説明できる。また、振動する土台
などが機械に及ぼす影響を理解し，説明でき
る。 
一自由度と自由度が多い振動の違いを説明で
きる。 

D-1 
D-2 

後期中間試験 2  D-1 
D-2 ４．多自由度系の振動 8 多自由度系の振動，モード法を理解し説明でき

る。 
５．連続体の振動 ７ 連続体の振動の基本を理解し，簡単な例を説

明できる． 

学年末試験  

◆自学自習 
・予習・復習 
・提出を義務づけられた課題 
・自ら課した課題 

15  
日常の授業のための予習，復習を行う。 
提出すべき課題を調べる。 
自ら疑問に思った事柄を調べる。 
（一番時間をかけて欲しいと要望する。） 

D-1 
D-2 

 
F. 関連科目 

物理，応用物理，力学基礎，材料力学，流体力学，弾性学，材料工学，計測制御工学等 
 

旭川高専 2010 


